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研究成果の概要（和文）：外国籍（フィリピン）女性の当事者コミュニテイ活動について継続的にフィールドワーク調
査を行った。必要に応じてインタビュー調査を行い、当事者の経歴、ライフコースや意識を探った。
とくに、当事者たちの法廷闘争に着目し、画期的な判決を出した国籍法改正裁判について調査した。当事者（原告の母
）たちのインタビュー調査と、支援団体（NGO）のインタビュー調査を行い、裁判の経緯を調べた。その上で、この闘
争が持った社会的意義を考察した。

研究成果の概要（英文）：I continued the fieldwork about the community of filipino women. I made interview 
research to them as the need arises.
Especially I focussed their court struggle and researched I made the interview researches to the concern 
women----the mothers of plaintiff----- and the support NGO, examined the process of the trial. And then I 
investigated the social implication of this struggle.

研究分野：ジェンダー

キーワード： ジェンダー　外国人　ナショナリズム
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は、国内のジェンダー研究において移
民女性に関するものが少ないこと、かつその
課題の社会的学問的意義を鑑みて計画した。
さらに、そのような移民女性の軌跡が日本社
会のマジョリティのリアリティおよび社会
構造に照らしてどのような意味があるのか
考察することを最終的な目標と考えた。 
本研究者はこれまで国内のジェンダー研究
の限界を、端的には日本人中心主義およびエ
リート主義にあり、その限界を見極め、その
乗り越える方法を模索することにしかジェ
ンダー研究の刷新はありえないという問題
意識を持っていた。そのためには日本に往来
する外国籍女性の実態を明らかにすること
は、必要不可欠の課題だと考えた。そこで、
国内でも流入数の多い東海地方を中心に、彼
女たちの生活やコミュニティ活動を調査し
ようと考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、グローバル化する日本社会を、名
古屋・東海地域の外国籍女性の労働とセクシ
ュアリティから探り、その意味とリアリティ
を明らかにすることを構想するものである。
そのなかでもとくにフィリピン系移民女性
に注目し、その社会的位置と表象、歴史的背
景、地域社会との関係、さらに彼女たち自身
の意識をジェンダー・セクシュアリティおよ
びエスニシティの観点から考察することを
目的とする。具体的には、1980 年代後半か
ら急増したフィリピン人女性の移入と定住
について、その歴史と現状・表象・法的状況
を探り、それが日本社会の社会的再生産のグ
ローバル化とどのように関連し、どのような
インパクトを持っているのかを明らかにし
たい。そしてそのインパクトをジェンダー研
究、移民研究の文脈に照らして学問的意義を
摘出したい。 
 
 
３．研究の方法 
 
文献調査、フィールドワーク調査、インタビ
ュー調査など。 
（1）文献・資料調査：先行研究、国際機関・
政府・地方自治体・市民団体による資料・統
計、およびマスメディア資料等の渉猟と購読。 
（2）フィールドワーク調査：当事者コミュ
ニティおよび日本人支援団体・行政機関等。 
 とくに、以下の点について調査分析を行っ
た。 
・東海地域における移民問題の研究者との交
流。 
・日本社会へのフィリピン女性の定住：イン
タビュー調査を継続し、彼女たちにとっての
「日本、フィリピン、移住の経験、ジェンダ

ー」の意味を考察。質問内容は、対象者のラ
イフヒストリー（来日に至る経緯・来日後の
経験・滞在資格・人間関係・家族関係・労働
状況・生活状況）、日本に滞在する目的と日
本社会の印象、移住経験の意味など。 
 
 
 
４．研究成果 
 
女性たちの実態およびその社会的意味を考
察した。 
（1）文献・資料調査：先行研究、国際機関・
政府・地方自治体・市民団体による資料・統
計、およびマスメディア資料等の渉猟と購読。 
（2）フィールドワーク調査：当事者コミュ
ニティおよび日本人支援団体・行政機関、送
り出し国等。 
 とくに、以下の点について調査分析を行っ
た。 
・東海地域における移民問題の研究者との交
流。 
・国籍法改正裁判の原告の母親へのインタビ
ュー：2008 年に出た最高裁判決の原告の母親
にインタビューを行い、裁判を試みた理由、
それをめぐる日本での経験等について探っ
た。母親たちの来日までの経緯、来日後の生
活について詳細を聞くことができた。それに
よって、裁判に至るまでの彼女たちの生の軌
跡に触れることができた。 
そしてこれらの調査成果をジェンダー研究
および移民研究の文脈において再検討し、論
文の形で公表した。また研究会や学会、講演
等の方法でも公表した。 
なかでもフェミニズムにおけるナショナリ
ズム論を取り上げ、その議論とフィリピン女
性たちの現実を照合させ、彼女たちの現実を
ジェンダー論に統合することを試みた。その
ためには現在のフェミニズムの方向性を修
正し、ポストコロニアル・フェミニズムの視
座が求められることを論証した。ポストコロ
ニアル・フェミニズムはスピヴァクを理論的
支柱のひとりとしているため、スピヴァクの
理論研究も行った。とくにスピヴァクのサバ
ルタン論を取り上げ、その議論の日本に取っ
ての意味を考察した。スピヴァクのサバルタ
ン概念を、「じゃぱゆき」や「慰安婦」問題
に重ねることができるかどうか、できるとし
たらどのようにであるかについて分析した。
さらに関連する周辺主題としてポスト・フェ
ミニズム論を調べ、そこで論じられるマジョ
リティの若い世代の女性たちの意識は、マイ
ノリティ女性たちをめぐる状況とどのよう
に関連しているか探った。ただしこれはまだ
検討途上の課題である。 
今後の課題としては、第１にさらに移民女性
の主題を再検討し続けることがある。彼女た
ちの状況は政策の変遷に連れて刻一刻と変
換している。その像をとらえ、社会的背景を
明らかにし、ジェンダー研究や移民研究に接



合することは引き続き求められている。日本
に東南アジア等から女性たちが性産業労働
者として流入した 1980-90 年代は、日本人女
性たちは男女雇用機会均等法によってジェ
ンダー化された労働システムに定着してい
く時期でもあった。この時期、日本の労働シ
ステムはジェンダーと民族・国籍によって明
確に階層化されていたといえる。その後、
2000 年代にはトラフィッキングの問題の浮
上にともない移入制限策が取られ、移民女性
たちの状況に大きな変化が現れている。本研
究ではこの変化も検討の対象としたが、さら
に注視する必要がある。 
とくに、移民女性たちの表象についてさらに
調査をする必要がある。 
第２にマジョリティ女性たちに目を向け、グ
ローバル化がジェンダー・セクシュアリティ
秩序にどのような変化をもたらしているか
分析することも必要である。具体的には英米
で盛んなポスト・フェミニズム論を日本の若
者の文化の分析に接合すべきである。 
これらの課題を通してさらに発展させたい。
最終的目標は引き続き、ポストコロニアル・
フェミニズムの視座の構築である。 
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